
今月の主な内容 今月の表紙
3月31日、地上デジタル放送難視聴対策工事
の竣工記念式典が役場本庁で行われ、関係者が
放送開始のボタンを押して、「紀美野町テレビ
地上デジタル放送」の本運用が開始されました。
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
対

策
工
事
の
竣
工
記
念
式
典
が
３
月

31
日
、
役
場
本
庁
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

ま
ず
最
初
に
、
総
務
省
近
畿
総

合
通
信
局
の
稲
田
局
長
よ
り
町
内

に
整
備
さ
れ
た
60
局
の
ギ
ャ
ッ
プ

フ
ィ
ラ
ー
送
信
局
の
無
線
局
免
許

状
が
寺
本
町
長
に
交
付
さ
れ
、
続

い
て
、
関
係
者
が
放
送
開
始
の
ボ

タ
ン
を
押
し
て
、「
紀
美
野
町
テ

レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
が
本

運
用
と
な
り
ま
し
た
。
式
典
で
寺

本
町
長
は
、「
当
工
事
が
関
係
機

関
、
地
権
者
の
皆
様
、
町
民
の
皆

様
の
ご
協
力
の
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
災
害
に
強
い
無
線
で
あ
る
ギ

ャ
ッ
プ
フ
ィ
ラ
ー
施
設
を
、
町
が

進
め
る
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

に
活
用
し
て
い
き
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
、
来
賓
の
方
々

か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
紀
美
野

町
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

開
始
を
祝
い
ま
し
た
。

本
放
送
開
始
か
ら
１
ヶ
月
が
経

過
し
、
す
で
に
各
家
庭
に
お
い
て

受
信
対
策
（
ア
ン
テ
ナ
工
事
）
を

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
当
町
は
山
間
部
が
大
変

多
く
、
地
形
的
な
理
由
に
よ
り
無

線
に
よ
る
電
波
配
信
が
困
難
な
地

域
も
あ
り
ま
す
。
現
在
有
線
施
設

に
よ
り
、
必
ず
テ
レ
ビ
放
送
波
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
順
次
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
!!

３
月
31
日
に
工
事
竣
工
記
念
式
典

平
成
８
年
か
ら
14
年
間
に
わ
た

り
、
野
上
町
、
そ
し
て
、
紀
美
野

町
の
初
代
教
育
長
と
し
て
、
教
育

行
政
を
担
っ
て
活
躍
を
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
岩
橋
成
充
教
育
長
が

３
月
17
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま

し
た
。
後
任
に
は
、
元
紀
美
野
町

立
野
上
中
学
校
校
長
の
橋
戸
常
年

氏
が
３
月
18
日
付
け
で
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
岩
橋
氏
の
ご
苦

労
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
橋
戸

新
教
育
長
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　

教
育
長　

橋
戸　

常
年

中
学
校
長
を
退
職
し
て
２
年
。

岩
橋
前
教
育
長
の
後
任
と
し
て
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
圧
倒
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
、
教
育
行
政
へ
の
期

待
の
大
き
さ
は
、
際
限
な
い
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。引
き
続
き
、

「
子
ど
も
た
ち
が
輝
き
、
大
人
が

学
び
続
け
、
心
豊
か
に
生
き
る
教

育
の
町
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

職
員
一
同
力
を
合
せ
て
教
育
行
政

の
推
進
に
取
り
組
む
所
存
で
す
。

町
民
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
長
に
橋
戸
常
年
氏
　
岩
橋
前
教
育
長  
勇
退

来
る
７
月
25

日
、
紀
美
野
町
ス

ポ
ー
ツ
公
園
に

お
い
て
開
催
さ
れ

る
和
歌
山
県
主
催

の
第
23
回
和
歌
山

県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
に
、
紀
美

野
町
消
防
団
第
１

分
団
（
下
佐
々
地

区
）
が
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
出
場

し
ま
す
。

４
月
13
日
、
午
後
７
時
30
分
か

ら
同
公
園
（
多
目
的
運
動
広
場
）

で
、
第
１
分
団
員
を
は
じ
め
、
地

元
区
長
さ
ん
、
消
防
署
員
ら
関
係

者
が
出
席
し
て
訓
練
開
始
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
寺
本
町
長
や
池
本

消
防
団
長
、
根
来
下
佐
々
区
長
さ

ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
藤
井
第
１

分
団
長
よ
り
出
場
選
手
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度

紀
美
野
町
消
防
団
の
紹
介

紀
美
野
町
消
防
団　
　

団　

長　

池
本
光
男
氏

副
団
長　

佐
本
重
秋
氏

副
団
長　

桐
浴
靖
宜
氏

副
団
長　

澤　

秀
具
氏

各
地
区
の
分
団
長

第
１
分
団
長（
下
佐
々
）藤
井
慶
介
氏

第
２
分
団
長（
動　

木
）墓
野
義
泰
氏

第
３
分
団
長（
小　

畑
）皆
橋
克
治
氏

第
４
分
団
長（
柴　

目
）浴　

敏
照
氏

第
５
分
団
長（
長　

谷
）清
水
豊
史
氏

第
６
分
団
長（
平
吉
見
）前
坊
雅
俊
氏

第
７
分
団
長（
吉　

野
）徳
田
晋
作
氏

第
８
分
団
長（
福　

井
）前
地　

勉
氏

第
９
分
団
長（
小　

川
）西
谷
孔
伸
氏

第
10
分
団
長（
志
賀
野
）前
谷
典
利
氏

第
11
分
団
長（
下
神
野
）梶
谷　

修
氏

第
12
分
団
長（
上
神
野
）横
山
健
司
氏

第
13
分
団
長（
国　

吉
）前
𡶡
雅
雄
氏

第
14
分
団
長（
長
谷
・
毛
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
澤
保
行
氏

第
15
分
団
長（
真　

国
）寺
岡
伸
和
氏

（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
を
除
く
）

第
16
分
団
長（
円
明
寺
・
四
郷
・
勝
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　

井
中
家
康
文
氏

　

今
後
と
も
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

2010.5 2

県消防ポンプ操法大会に向け
訓練を開始！！

紀美野町消防団  第1分団

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら

大
会
に
向
け
、
毎
週
２
回
（
火
曜

日
、
金
曜
日
）、
午
後
７
時
30
分

か
ら
９
時
30
分
ま
で
練
習
に
励
ま

れ
ま
す
。

総務省近畿総合通信局の稲田局長より寺本
町長に無線局免許状が交付されました

前教育長
岩橋成充氏

新教育長
橋戸常年氏

消防署員の指導のもと、訓練に励む選手たち



芝 𡶡

茂

芝 𡶡

茂

□
紀
美
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
等
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
職
員
給
与
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
消
防
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
□
紀
美
野
町
乳
幼
児
等
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険
診
療

所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
火
災
予
防
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

人　
　
　
事

□
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

氏
名　

向
江　

信
夫
氏

□
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意

　

氏
名　

中
尾　

公
彦
氏

□
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

　

氏
名　

東　
　

學　

氏

□
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

氏
名　

橋
戸　

常
年
氏

　

氏
名　

大
東　

伸
宏
氏

□
選
挙
管
理
委
員
会
委
員（
選
挙
）

　

氏
名　

西　
　

増
三
氏

　

氏
名　

林　
　

繁
雄
氏

　

氏
名　

東
平　

正
司
氏

　

氏
名　

吉
田　

元
重
氏

□
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

（
選
挙
）

　

氏
名　

汲
原　

惟
弘
氏

　

氏
名　

森
下　

武
浩
氏

　

氏
名　

寺
中　
　

夫
氏

　

氏
名　

下
垣
内
知
広
氏

物
品
購
入
契
約
の
締
結

□
平
成
21
年
度
小
中
学
校
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
整
備
事
業
契
約
金
額

（
８
９
１
万
４
千
５
百
円
）

指
定
管
理
者
の
指
定

□
紀
美
野
町
美
里
温
泉
か
じ
か
荘

（
指
定
管
理
者　

財
団
法
人
紀

美
野
町
ふ
る
さ
と
公
社
）

□
紀
美
野
町
毛
原
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
（
指
定
管
理
者　

財
団
法

人
紀
美
野
町
ふ
る
さ
と
公
社
）

そ
の
他

□
紀
美
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

□
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

請　
願

□
最
低
賃
金
法
の
抜
本
改
正
と
安

定
雇
用
の
創
出
、
中
小
企
業
支

援
策
の
拡
充
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請

願
※
な
お
、
予
算
関
係
は
広
報
４
月

号
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

野　

中	

森
脇　
　

章

安　

井	

西
家　

俊
展

南　

畑	

東
尾　

堯
生

箕　

六	

森
本　

圭
亮

樋　

下	

田
下　

誠
宏

永　

谷	

井
岡　

成
容

上
ケ
井	

横
山　

健
司

三
尾
川	

中
出　

吉
則

大　

角	

中
西　
　

望

津　

川	

芝
滝　

一
郎

明　

添	

本
田　

泰
男

鎌　

滝	

前
田　

繁
弘

赤　

木	

前　
　

邦
延

高　

畑	

武
西　

準
一

桂　

瀬	

堂
西　

安
雄

今　

西	

塚
田　

勝
紀

松
ケ
峯	

東
浦　

功
三

菅　

沢	

向
江　

秀
雄

田	

　
　
　

井
上　

久
喜

谷	

　
　
　

西
上　

敏
行

中	

前
𡶡　

雅
雄

滝
ノ
川	

東
平　

正
司

毛
原
下	

田
下　

雅
暎

小　

西	

中
浴　

惇
公

毛
原
中	

井
上　

良
馨

毛
原
宮	

古
田　

立
夫

毛
原
上	

森
下　

澄
子

長
谷
宮	

東
芝　
　

仁

井　

堰	

神
谷　

幹
夫

蓑
垣
内	

中
谷　

守
孝

真
国
宮	

増
田　

裕
厚

蓑
津
呂	

谷
口　

幸
男

花
野
原	

森
下　

富
夫

初
生
谷	

坂　
　

明
雄

北　

野	

岩
本　

介
伸

円
明
寺	

浦　
　

好
昭

勝　

谷	

井
本　

憲
雄

四　

郷	

西
浦　
　

勝

　

平
成
22
年
第
１
回
紀
美
野
町
議

会
定
例
会
は
、
３
月
５
日
に
招
集

さ
れ
、
23
日
ま
で
の
19
日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
22
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
特

別
会
計
及
び
企
業
会
計
当
初
予

算
、
条
例
の
改
正
な
ど
案
件
44
件

が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
請
願
１
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

議　
案

条
例
の
改
正

□
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
町

長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

□
紀
美
野
町
長
及
び
副
町
長
の
給

与
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

地
区
の
お
世
話
や
ま
と
め
役
と

し
て
、
ま
た
、
町
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
色
々
お
世
話
し
て
い
た
だ

く
平
成
22
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

【
地
区
名
】　　
　
【
氏　

名
】

下
佐
々	

根
来　
　

平

吉　

見	

佐
本　

重
秋

海
南
鋼
管	

滝
垣
内
昌
和

動　

木	

段
木　
　

賢

緑
ヶ
丘	

小
松　

晴
功

平	

別
所　
　

勲

小　

畑	

垣
内　

主
税

希
望
ヶ
丘	

土
橋　

孝
至

柴　

目	

西
岡　

幹
隆

長　

谷	

中
屋　

友
秀

吉　

野	

増
谷　

誠
造

福　

井	

岡
田　
　

敏

中　

田	

今
野　

勇
雄

梅　

本	

寺
田　
　

博

奥
佐
々	

西
岡　
　

昇

坂　

本	

田
尻　

昭
人

松　

瀬	

湯
谷　

晏
幸

釜　

滝	

山
下　
　

実

西　

野	

中
谷　

英
幸

東　

野	

堂
西　

孝
俊

国
木
原	

東
浦　

義
輝

福　

田	

潰
崎　

泰
彦

神
野
市
場
１	

紺
谷　

重
範

神
野
市
場
２	

今
出　

量
也

神
野
市
場
３	

狩
谷　

陽
三

神
野
市
場
４	

油
谷　

正
之

議
会
だ
よ
り
　
　
　
第
一
回
定
例
議
会

平
成
22
年
度
の

新
し
い
区
長
さ
ん
決
ま
る
！
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保
健
福
祉
課
主
幹

中
部
屋
清
子
（
保
健
福
祉
課
課
長

補
佐
）

地
籍
調
査
課
主
幹

前
野
忠
弘
（
地
籍
調
査
課
課
長
補

佐
）

建
設
課
主
幹

山
谷
裕
昭
（
産
業
・
建
設
室
室
長

補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

水
道
課
課
長
補
佐

中
居
伸
仁
（
学
事
・
生
涯
学
習
室

室
長
補
佐
）

産
業
・
建
設
室
室
長
補
佐

西
岡
靖
倫
（
住
民
・
福
祉
室
室
長

補
佐
）

産
業
・
建
設
室
室
長
補
佐

　

井
村
本
彦（
建
設
課
課
長
補
佐
）

税
務
課
課
長
補
佐

北
山　

仁
（
企
画
管
財
課
課
長
補

佐
）

総
務
課
課
長
補
佐

　

石
本
恭
子（
総
務
課
主
任
）

住
民
課
課
長
補
佐

　

温
井
啓
子（
住
民
課
主
任
）

総
務
学
事
課
課
長
補
佐

　

松
山
典
子（
総
務
学
事
課
主
任
）

産
業
課
課
長
補
佐

　

井
上
育
代（
産
業
課
主
任
）

住
民
室
室
長
補
佐

高
岡
さ
ち
子
（
住
民
・
福
祉
室
室

長
補
佐
）

野
上
第
１
保
育
所
長

山
本
益
代
（
野
上
第
１
保
育
所
主

任
〔
主
任
保
育
士
〕）

野
上
第
２
保
育
所
長

　

北
原
恵
美
子（
小
川
保
育
所
長
）

【
主
任
級
】

住
民
室
主
任

　

裏
田
雅
男（
水
道
課
主
任
）

住
民
室
主
任

　

東　

始
見（
税
務
課
主
任
）

野
上
第
１
保
育
所
主
任〔
主
任
保
育
士
〕

　

梅
原
智
美（
小
川
保
育
所
主
任
）

税
務
課
主
任

　

山
口
典
子（
総
務
・
税
務
室
主
任
）

【
係
長
級
】

学
事･

生
涯
学
習
室
係
長

　

浦　

貴
子（
総
務
・
税
務
室
係
長
）

住
民
室
係
長

　

田
口
悦
子（
住
民
・
福
祉
室
係
長
）

住
民
室
係
長

井
上
公
子
（
住
民
課　

国
吉
診
療

所
〔
兼
長
谷
毛
原
診
療
所
係
長
〕）

生
涯
学
習
課
係
長

　

殿
最
美
佳（
会
計
課
係
長
）

企
画
管
財
課
係
長

　

太
田
具
文（
住
民
課
係
長
）	

総
務
課
係
長

　

森
谷
善
彦（
生
涯
学
習
課
係
長
）

生
涯
学
習
課
係
長

　

高
田
真
孝（
総
務
課
係
長
）

【
主
査
級
】

税
務
課
主
査

前
岡
明
子
（
住
民
課　

長
谷
毛
原

診
療
所
〔
兼
出
張
所
〕
主
査
）

住
民
室
主
査

　

加
納
智
子（
住
民
・
福
祉
室
主
査
）

産
業
課
主
査

中
屋
泰
典
（
総
務
課
主
査　

和
歌

山
県
市
町
村
課
派
遣
）

水
道
課
主
査

別
院
秀
俊
（
五
色
台
広
域
施
設
組

合
派
遣
）

【
主
事
級
】

生
涯
学
習
課
主
事

　

別
所
未
華（
税
務
課
主
事
）

住
民
課
主
事

　

神
谷　

勉（
生
涯
学
習
課
主
事
）

【
派
遣
等
】

国
民
健
康
保
険
野
上
厚
生
病
院
組
合

派
遣

　

大
窪
茂
男（
地
籍
調
査
課
主
幹
）

紀
の
海
広
域
施
設
組
合
派
遣

南　

秀
秋（
総
務
課
主
幹　

広
域

ご
み
処
理
施
設
整
備
協
議
会
派
遣
）

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
派
遣

　

椎
木
宏
修（
消
防
本
部
）

紀
の
海
広
域
施
設
組
合
派
遣

　

結
城
伸
伍（
産
業
課
主
査
）

【
技
能
労
務
職
】

野
上
第
１
保
育
所〔
調
理
員
〕

河
本
恵
美
子
（
小
川
保
育
所
〔
調

理
員
〕）

消
防
職
員

消
防
本
部

【
課
長
級
】

消
防
本
部
消
防
長

　

家
本　

宏（
消
防
署
長
）

消
防
本
部
次
長〔
消
防
本
部
庶
務
課

長
事
務
取
扱
〕

梶
谷
幸
司
（
国
民
健
康
保
険
野
上

厚
生
病
院
組
合
派
遣
）

予
防
課
長

　

末
永
智
章（
警
防
課
企
画
員
）

【
課
長
補
佐
級
】

警
防
課
課
長
補
佐

須
摩
淵
茂
（
消
防
署
警
防
第
１
課

課
長
補
佐
）

【
主
査
級
】

庶
務
課
主
査

西
岡
啓
基
（
学
事･

生
涯
学
習
室

主
査
）

消
防
署

【
課
長
級
】

消
防
署
長〔
消
防
本
部
警
防
課
長
事

務
取
扱
〕

　

山
野
裕
亮（
消
防
本
部
予
防
課
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

警
防
第
１
課
課
長
補
佐

　

広
尾
嘉
紀（
警
防
第
１
課
係
長
）

【
係
長
級
】

警
防
第
１
課
予
防
係
長

　

東
浦
宏
彰（
警
防
第
２
課
予
防
係
長
）

警
防
第
１
課
調
査
係
長

　

中　

誠
吾（
消
防
本
部
庶
務
課
主
査
）

警
防
第
１
課
救
急
係
長〔
救
急
隊
長
〕

　

前
部
屋
裕
康（
警
防
第
１
課
副
主
査
）

警
防
第
２
課
調
査
係
長

　

丸
尾
浩
司（
警
防
第
１
課
予
防
主
査
）

警
防
第
３
課
調
査
係
長

　

奥　

智
明（
警
防
第
３
課
主
査
）

【
主
査
級
】

警
防
第
１
課
主
査

　

鷲
本
育
生（
警
防
第
２
課
主
査
）

警
防
第
２
課
副
主
査

　

堂
西
一
男（
警
防
第
１
課
副
主
査
）

【
課
　
員
】

警
防
第
２
課
課
員〔
予
防
担
当
〕

　

西
田
光
徳（
警
防
第
２
課
課
員
）

【
退
　
職
】（
平
成
22
年
３
月
31
日
付
け
）

七
良
浴
光
（
紀
美
野
町
消
防
本
部	

消
防
長
）

岡　

省
三
（
参
事
〔
総
務
課
長
事

務
取
扱
〕）

三
宅
敏
和
（
水
道
課
長
）

西
山
修
平（
総
務
課
特
別
対
策
室
長
）

古
田
泰
造
（
総
務
課
主
幹
）

津
田
京
子（
野
上
第
１
保
育
所
長
）

山
本
加
代
子（
野
上
第
２
保
育
所
長
）

上
垣
内
千
津
美
（
野
上
第
１
保
育

所
調
理
員
）

中
尾
佐
登
志
（
水
道
課
主
事
）

紀
美
野
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け

で
町
職
員
の
人
事
異
動
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
し
た
。（　

）
内
は
旧
職
。

な
お
、
美
里
支
所
総
務
・
税
務
室

と
住
民
・
福
祉
室
を
統
合
し
て
、
住

民
室
と
す
る
機
構
改
革
を
実
施
し
ま

し
た
。

【
参
事
級
】

参
事〔
教
育
次
長
、
総
務
学
事
課
長

事
務
取
扱
〕

溝
上
孝
和
（
教
育
次
長
、
総
務
学

事
課
長
事
務
取
扱
）

【
課
長
級
】

総
務
課
長

　

井
上　

章（
保
健
福
祉
課
長
）

保
健
福
祉
課
長

　

山
本
倉
造（
税
務
課
長
）

産
業
課
長

　

中
尾
隆
司（
住
民
課
長
）

住
民
課
長

　

牛
居
秀
行（
企
画
管
財
課
長
）

企
画
管
財
課
長

　

増
谷
守
哉（
産
業
課
長
）

水
道
課
長

　

岩
本
介
伸（
住
民
・
福
祉
室
長
）

税
務
課
長

　

温
井　

勝（
税
務
課
主
幹
）

美
里
支
所
支
所
長〔
住
民
室
室
長
事

務
取
扱
〕

尾
花
延
弥（
美
里
支
所
次
長〔
総
務

税
務
室
室
長
事
務
取
扱
〕）

美
里
支
所
次
長〔
産
業
・
建
設
室
室
長

事
務
取
扱
〕

　

西　

敏
明（
産
業
・
建
設
室
長
）

会
計
課
主
幹

　

中　

義
夫（
会
計
課
課
長
補
佐
）

町
職
員
の
人
事
異
動
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３
月
26
日
、
午
後
７
時
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
県
行
政
報
告

会
が
開
か
れ
、
町
民
約
３
０
０
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
県
行
政
報

告
会
は
、
県
の
施
策
を
県
民
の
方

々
に
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
こ
と

を
目
的
に
県
内
各
地
で
開
か
れ
て

い
ま
す
。

寺
本
町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
仁
坂
知
事
か
ら
県
行
政
に

関
す
る
重
点
施
策
や
ト
ピ
ッ
ク
ス

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
約
１
時

間
30
分
に
わ
た
っ
て
あ
り
、
そ
の

後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

４
月
６
日
、
中
央
公
民
館
に
お

い
て
交
通
事
故
を
な
く
す
る
県
民

運
動
推
進
海
南
海
草
地
区
協
議
会

主
催
の
「
海
南
海
草
地
区
交
通
安

全
決
起
大
会
」
が
開
か
れ
、
区
長

さ
ん
や
町
交
通
指
導
員
、
町
民
の

方
々
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。式

典
で
は
、
同
協
議
会
会
長
の

寺
本
町
長
、
副
会
長
の
鈴
木
海
草

振
興
局
長
、
西
村
海
南
警
察
署
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
民
を
代
表

し
て
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

の
栃
谷
宜
呂
さ
ん
が
交
通
安
全
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
特

別
ゲ
ス
ト
で
漫
画
家
の
マ
エ
オ
カ

テ
ツ
ヤ
さ
ん
（
和
歌
山
市
出
身
）

の
講
話
と
海
南
警
察
署
の
森
交
通

課
長
か
ら
交
通
安
全
講
話
が
あ
り
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
気
運

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

４
月
９
日
、
平
成
22
年
度
紀
美

野
町
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
の

開
校
式
が
役
場
で
開
か
れ
、
学
長

の
寺
本
町
長
か
ら
受
講
生
11
人
に

学
生
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
シ

ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
は
、
高
齢

者
の
方
々
に
交
通
安
全
の
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

模
範
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年

開
か
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
海
南
警
察
署
の

森
交
通
課
長
か
ら
管
内
の
交
通
事

故
発
生
状
況
や
高
齢
者
に
多
い
交

通
事
故
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
と

「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
の
ビ
デ

オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、

４
回
に
わ
た
っ
て
交
通
事
故
防
止

等
に
つ
い
て
受
講
さ
れ
ま
す
。

４
月
14
日
、
の
か
み
ふ
れ
あ
い

公
園
で
第
５
回
紀
美
野
町
交
通
安

全
推
進
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開

か
れ
、
高
齢
者
１
２
２
名
が
桜
の

花
が
咲
く
コ
ー
ス
で
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。(

敬
称
略)

東西コース
【男性の部】
優　勝 芝﨑　嘉覬 動　木 52
準優勝 関本　芳博 動　木 52
３　位 土橋　　勇 動　木 54
【女性の部】
優　勝 関本ミツ代 動　木 56
準優勝 田伏カヅヨ 下佐々 62
３　位 西川　ユミ 動　木 62

南北コース
【男性の部】
優　勝 湯上　敏夫 下佐々 54
準優勝 西前三左夫 下佐々 58
３　位 中西　春夫 動　木 59
【女性の部】
優　勝 奥代千惠子 福　井 62
準優勝 福岡　規子 毛原中 65
３　位 山本惠美子 下佐々 67

県
行
政
報
告
会

開
催
さ
れ
る
!!

仁
坂
知
事　
来
町

交
通
安
全
決
起
大
会

開
か
れ
る
!!

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全

大
学
が
開
校
!!

交
通
安
全
推
進
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
　
開
催
!!

2010.55

交通安全宣言を行う町老人クラブ連合会会長の
栃谷宜呂さん

特別ゲストのマエオカ  テツヤさん

優勝された皆さん

受講生を代表して学生証を受け取る弓庭武彦さん
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平成22年度衛生カレンダーをご覧下さい。
子育て支援センターからのお知らせ

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：５月１０日（月）・２４日（月）　℡４８９－２１４４
○第二保育所：５月１１日（火）・１８日（火）　℡４８９－４９５３
○神野保育所：５月１２日（水）・１９日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所：５月１２日（水）・２６日（水）　℡４９９－０１３１

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　℡489－2144まで〉※留守の場合は、第一保育所
○コアラ　　　５月１２日（水）９：３０～１１：３０　総合福祉センター
○カンガルー　５月１８日（火）９：３０～１１：００　総合福祉センター
　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
【子育て支援センター】動木１５６（℡４８９－２１４４）
	 毎週　月曜日（９：００～１１：３０・１４：００～１６：３０）
	 第１，３，５週の木曜日　（９：００～１１：３０）
【自然体験世代交流センター】鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
	 毎月　第２，４週の木曜日（９：３０～１１：３０）
【育児相談】センター開放日と同じ日・時で行います。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　　　　　		※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

海南保健所だより
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成
一般健康相談

５月１１日（火）14：00 ～ 16：00
５月２５日（火）14：00 ～ 16：00

エイズ検査 エイズの各種相談 ５月１１日（火）14：00 ～ 16：00
５月２５日（火）14：00 ～ 16：00

検 便 ５月１１日（火）14：00 ～ 16：00
５月２５日（火）14：00 ～ 16：00

こ こ ろ の
健 康 相 談

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科専門医師が相談に応じます。

５月　６日（木）14：00 ～
５月１９日（水）13：30 ～　※予約制です。

骨髄バンク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

５月１１日（火）15：00 ～ 16：00
５月２５日（火）15：00 ～ 16：00
　　　　　　　　　　　　　※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　９：00 ～ 17：00
お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで  海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

健康相談のお知らせ
５月の日程　
■場　所：総合福祉センター　12 日、19 日、26 日（いずれも水曜日）■時　間：午前９時～ 11 時
■内　容：健康に関することすべて　■対象者：住民すべての方
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
お問い合わせ先：保健福祉課（℡４８９－９９６０）

●献血のお知らせ	 	
５月２日（日）	
１０：００～１２：００、１３：００～１６：００
和歌山県動物愛護センター
	 	
５月18日（火）
１０：００～１２：００　　オークワ紀美野店	
１３：３０～１６：００　　紀美野町役場本庁

●虐待予防に関する相談窓口
地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕	 平日（８：３０～１７：１５）
	 ℡４８９－９９６０（直通）
	 休日・夜間（１７：１５以降）
	 ℡４８９－２４３０
〔場　所〕	 紀美野町下佐々１４０８－４
	 紀美野町総合福祉センター内

保健センターだより
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障がい者巡回相談のお知らせ
海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。

「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などか
らのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。

巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対象者 月日・場所・時間 予約先

精神障がいの方・
家族の方

５月11日（火）
美里支所　9時30分～正午
総合福祉センター13時30分～16時

●野上厚生病院内相談支援事業所　TEL. 489-2908
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所 TEL. 494-3539

身体障がいや
知的障がいの方・

家族の方

５月19日（水）
美里支所　9時30分～正午
総合福祉センター13時30分～16時

●療育センターＡ
あ お い

ＯＩ  TEL. 483-0454
●和歌山県福祉事業団障害児者相談・
　生活サポートセンター 「ゆめ」海南事業所 TEL. 494-3539

お問い合わせは保健福祉課まで（TEL　４８９－９９６０）

健康づくりコーナー
保健福祉課からのお知らせ

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内
～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～

【集団健診日程】　　　　申込みは保健福祉課まで！

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮がん
検診

5月9日（日） 8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
6月6日（日） 8時～受付 長 谷 毛 原 診 療 所 ○ ○ ○ ○ × ×

7月25日（日） 8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月8日（日） 8時～受付 美 里 支 所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
8月8日（日） 10時受付予定 長 谷 毛 原 診 療 所 × × × × ○ ○

11月7日（日） 8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○
☆集団健診時に保育コーナーを設置します！子育て世代の方もぜひこの機会にお受けください！！

　■国保特定健診対象者　：　40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
　■各がん検診対象者　：　20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。
　 （※肺がん検診はどなたも無料です）
※上記以外にも、国保被保険者の方は国保人間ドック・脳ドック・歯科健診等もご利用いただけます。 
※医療機関で特定健診・各種がん検診を受診することができます。 
　　詳細は保健福祉課までお問合せください。　　保健福祉課：℡４８９－９９６０（総合福祉センター内）

毎年人間ドックを受け健康に気を
つけていますが、仕事柄不規則な生
活が続き最近お腹周りが気になって
います。

昨年の夏にダイエットのため、保
健師とともに生活を見直しました。

目標として、①コーヒーは砂糖とミルクは入れない　②
日本酒は１日１合にする　③夜10時以降食べない　④水分
を多く摂る　⑤時間があればなるべく総合福祉センターの
トレーニング室を利用する　としました。

現在実践しているのは、①と④ですが、お酒は週２回に
控え、なるべく階段を歩くようにしています。

今回、保健福祉課で購入した※『ライフコーダGS』を２
週間装着して、もう一度ダイエットに挑戦するつもりです。

※『ライフコーダGS』とは、万歩計のようなものですが、
運動の強さをカロリー消費量に換算して運動量として表す
ことができるものです。今後貸し出しを行いますので、健
康づくりに興味のある方は保健福祉課にご連絡ください。

後期高齢者健康診査自己負担費
（600円）助成のお知らせ

（後期高齢者健康診査を受診される方へ）
後期高齢者健康診査（和歌山県後期高齢者医療広域連合

から案内通知あり）の申し込みをされ、受診された方に対
し、当町では自己負担費（600円）を助成致します。

★海南市、紀美野町の医療機関で受診される場合は無料と
なります。

★海南市、紀美野町以外の医療機関で受診される場合は医療
機関の窓口で立替払いをしていただき、紀美野町役場保健
福祉課で払い戻しの手続きをして下さい。（郵送でも可）

＊払い戻しに必要なもの（海南市、紀美野町以外で受診さ
れる場合）

1 申請書 振込み口座番号（郵便口座不可）、押印が必要
２医療機関発行の領収書原本（健診を受けた方の氏名、受

診年月日、領収金額、領収印、医療機関名が明記されて
いるもの、レシートは不可です。）

●払い戻し申請は健診後６ヶ月以内に行って下さい。（以降
は無効）

申請先：問い合わせ先
紀美野町役場　保健福祉課　℡：489-9960

健康実践インタビュー
（第1回　寺本町長）
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国民年金の手続きは
お済みですか？

　国民年金は、日本国内に住所がある20歳以
上60歳未満の方すべてが加入する制度です。
次のようなときには、自ら届出を行うことが必
要です。忘れずに届出を行いましょう。

○ 20 歳になったとき
厚生年金保険や共済組合に加入していない方

が、20歳になったとき

○会社を退職したとき
60歳になる前に会社などを退職したとき

（厚生年金保険や共済組合の被保険者ではなく
なったとき）

○配偶者が退職したとき
配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶

養配偶者でなくなったとき

なお、会社員や役所、学校などに勤めている
方の被扶養配偶者になるときは、その方の勤務
先へ届出を行ってください。

お問い合わせ　　住民課　℡４８９－５９０３
　　　　　　　　住民室　℡４９５－３４６４

後期高齢者医療制度の
保険料率改定のお知らせ

後期高齢者医療制度の保険料は、2年ごとに改定することとなって
いますが、この度、和歌山県後期高齢者医療制度の平成22・23年
度の保険料率が決定しましたのでお知らせします。（所得の少ない世帯
の方などには従来どおり均等割額、所得割額が軽減されます。）

なお、被保険者の方々への保険料の通知は、所得等による軽減計算
した後に、７月頃郵送します。

平成22・23年度均等割額　42,649円  所得割額率  7.91％
【参考】　　　　　　　　 　　　↑　　　　　　　　　↑
平成20・21年度均等割額　43,375円  所得割額率  7.92％

問い合わせ先　保険料関係　　税務課　℡４８９－５９０５
　　　　　　　資格給付関係　住民課　℡４８９－５９０３
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職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

募集訓練科 ・テクニカルメタルワーク科・テクニカルオペレーション科
 ・ビル管理科
訓練期間 平成22年7月1日(木) ～ 12月24日(金)
募集期間 平成22年5月7日(金) ～ 6月4日(金)
受講料 無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先 　独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課
 　℡０７３（４６１）１５３２
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会
（
果
樹
等
の
剪
定

の
講
習
会
）
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
も
行
う
予
定
に
し
て
お
り
ま

す
。（
講
習
会
の
内
容
・
時
期
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未

定
で
す
）
※
紀
美
野
町
以
外
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
技
能
講
習

会
へ
の
参
加
が
可
能
で
す
。

紀
美
野
町
に
お
住
ま
い
の
60
歳

以
上
の
方
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨

に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
の
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー（
紀
美
野
町
役
場
美
里
支
所
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

４
９
５
￨
３
４
６
７
で

す

家庭用電気式生ごみ処理機の
購入補助について

紀美野町では、家庭のごみ減量化推進のため、家庭
用電気式生ごみ処理機(ディスポーザータイプは除く)
の購入者の方に補助金を交付します。

台所ごみについては海南市へ焼却委託をお願いして
おり、処理重量に対して処理費用が発生しますので、
ごみ減量化のため是非本制度をご利用下さいますよう
お願いします。

❶補助金額　購入金額（処理機本体価格（消費税を含
む。））の3分の１以内(百円未満切捨て)で
上限は、20,000円です。

❷対　　象　◎町内に住所を有し、かつ、居住している
人

　　　　　　◎町税を完納されていること
❸補助台数　20台程度（１世帯１台限り）
❹受付期間　予算の範囲内で随時受付いたします。（先

着順）（但し、土曜日、日曜日、祝祭日及び
12月29日から翌年の1月3日までの日
を除く。）（開庁時間内にお願いします。）

❺補助申請手続きに必要な書類等
◎購入前に提出していただくもの

(1) 申請書・計画書（紀美野町住民課及び美里支所
住民室にご用意しております。）

(2) 見積書（購入する電気式生ごみ処理機のカタロ
グ等添付）( 見積書は複写後返却いたします。)

◎購入後に提出していただくもの
(1) 実績報告書・設置完了届及び補助金交付請求書
　  （補助金交付決定通知書に同封します。）
(2) 領収書（購入者の氏名が明記されているもの）
(3) メーカーの保証書（購入者・販売店等が明記さ
     れているもの）
☆上記領収書及び保証書は複写後返却いたします。

　　
※申請及びお問合せは、紀美野町住民課（TEL489

－ 5903）又は、美里支所住民室（TEL495 －
3463）までお願いします。

平成22年度　第１回

町民一斉清掃　５月16日（日）
子どもから大人まで、地域のみんなで力をあわせ、
自分たちの町を自分たちの手で美しくしましょう。

◎ごみ袋の必要な地区は事前に区長さんに必要数を申し出てくだ
さい。後日、区長さんを通じて配布させていただきます。

◎家庭の一般のごみは、搬入できません。
◎雨天決行、警報（大雨、洪水、暴風）が発令されている場合は

中止とします。
ごみの処理には、次の事項をお守りください。

【旧野上町地区】
◎午前８時30分より午前11時までに中央公民館横（北側駐車

場）に搬入してください。
◎ごみの分別にご協力ください。
　【アルミ缶】【スチール缶】【びん類】【ペットボトル】【プラスチッ

ク類】【鉄類】【草・木の葉等】【砂・泥等】(水を切って入れて
ください)

※旧野上町の【缶・びん類】の袋は（アルミ缶・スチール缶・び
ん類）と油性マジック等で記入して3種類に分別してください。

◎不法投棄の家電５品目【テレビ・エアコン・冷凍庫・冷蔵庫・
洗濯機】があれば搬入できませんので、後日、役場住民課（℡
４８９－５９０３）まで、投棄場所をご連絡ください。

◎ごみ運搬車は道路にごみを落とさないよう十分注意してください。
◎当日、公民館横駐車場は運搬車で大変混雑しますので、必ず係

員の指示に従ってください。
【旧美里町地区】
◎午前中に各粗大ごみステーションに出してください。
◎ごみの分別にご協力ください。
　【アルミ缶用】【スチール缶用】【ビン類用】【その他のゴミ】【鉄

類】【タグ（荷札）】各袋及びタグ（荷札）には必ず地区名を記
入してください。

◎不法投棄の家電５品目【テレビ・エアコン・冷凍庫・冷蔵
庫・洗濯機】があれば後日、美里支所住民室（℡４９５－
３４６３）まで、投棄場所をご連絡ください。

紀美野町
紀美野町青少年育成町民会議

お問い合わせ　紀美野町役場　　489-2430
　　　　　　　青少年センター　489-5909

2010.59
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６
月
26
日（
土
曜
日
）

開
場　

午
後
３
時

開
演　

午
後
３
時
30
分

場
所　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料（
全
自
由
席
）

　
　
　
（
前
売
）２
，０
０
０
円　

　
　
　
（
当
日
）２
，５
０
０
円

■
入
場
券
発
売
日

５
月
６
日
（
木
）

お
一
人
様
２
枚
ま
で
。（
各
施
設

の
開
館
、
営
業
時
間
内
と
な
り
ま

す
。）
前
売
で
完
売
し
た
場
合
、

当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

未
就
学
児
の
ご
同
伴
、
ご
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
入
場
券
発
売
所

文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公
民
館

・
美
里
支
所
・
小
川
、
志
賀
野
地

区
公
民
館
・
国
吉
、
長
谷
毛
原
、

真
国
出
張
所
・
イ
シ
イ
楽
器
（
イ

ズ
ミ
ヤ
和
歌
山
店
内
）

■
主
催　

紀
美
野
町　

紀
美
野
町

教
育
委
員
会

■
助
成　

和
歌
山
県
、
財
団
法
人

和
歌
山
県
文
化
振
興
協

会

■
協
賛　

財
団
法
人
和
歌
山
県
文

化
振
興
協
会

■
お
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
「
春
」
大
会
開
催
案
内

６
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
～

【
予
備
日
】
６
月
７
日
（
月
）

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
参
加
資
格　

中
学
生
以
上

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

申
込
み　

５
月
６
日（
木
）～
５
月

28
日（
金
）ま
で
に
住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、生
年
月
日
、性
別
を
記

入（
任
意
様
式
）の
上
、参
加
費
と

共
に
中
央
公
民
館
又
は
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
。

第
５
回
紀
美
野
町
文
化
協
会

　

展
示
会
・
芸
能
発
表
会

■
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー

■
展
示
会

５
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
日
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

写
真
、日
本
画
、洋
画
、生
け
花
、

短
歌
、
俳
句
、
木
彫
り
、
ち
ぎ

り
絵

■
芸
能
発
表
会

５
月
９
日
（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴

■
お
茶
席

５
月
８
日
（
土
）・
９
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
お
菓
子
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

参
加
者
募
集

５
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

（
雨
天
中
止
態
度
決
定
午
前
８
時
）

■
集
合　

紀
美
野
町
役
場（
本
庁
）

■
コ
ー
ス　

紀
美
野
町
役
場
か
ら

農
面
道
路
山
畑
を
通
り
ふ
れ
あ

い
公
園
ま
で
往
復
14
㎞
。

　

上
り
坂
が
あ
り
ま
す
が
、
ゆ
っ

く
り
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

■
持
ち
物　

お
弁
当
等
ハ
イ
キ
ン

グ
に
必
要
な
も
の

■
申
込
み　

５
月
19
日
（
水
）
ま

で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
電
話
４
８
９
￨
５
９
０
９
）

■
そ
の
他　

小
学
校
３
年
生
以
下

は
、
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
お
昼
休
み
に
「
お

餅
・
お
菓
子
ま
き
」
を
し
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
、
育
成
委
員
会

  

平
成
22
年
度  
きの
く
に
舞
台
芸
術
祭
支
援
事
業

    

笑
福
亭
仁
鶴
独
演
会

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報
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放
課
後
子
ど
も
教
室

　

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
中
央
公
民
館

12
日　

ひ
ま
わ
り
の
た
ね
を
ま
こ

う

19
日　

お
は
な
し
会　

26
日　

お
し
花
を
つ
く
ろ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー

12
日　

お
は
な
し
会

19
日　

押
し
花
を
し
て
み
よ
う

26
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
ぼ
う
し
を

つ
く
ろ
う

児
童
生
徒
絵
画
展

「
き
み
の
絵
が
展
示
さ
れ

て
い
る
よ
！
」

■
展
示
期
間　

６
月
末
ま
で

■
展
示
場
所

中
央
公
民
館
・
役
場
本
庁
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
美
里
支
所

【
野
上
第
一
保
育
所
】

い
ち
ば
れ
な
・
か
ね
も
と
あ
つ

し
・
さ
さ
お
ゆ
う
し
・
そ
わ
ゆ

う
と
・
ひ
ろ
く
ら
り
ょ
う
き
・

ほ
り
あ
さ
ひ
・
も
り
た
に
と
も

み
・
や
ま
も
と
こ
う
す
け
・
や

ま
さ
き
は
る
と
・
よ
こ
や
ま
も

も
か

【
野
上
第
二
保
育
所
】

か
ら
も
ん
ひ
ろ
・
ま
つ
も
と
ゆ

い
・
み
ず
こ
し
う
ら
ら
・
や
な

せ
ゆ
い

【
神
野
保
育
所
】

か
わ
か
み
が
く
・
く
に
も
と
は

る
・
や
ぎ
ゅ
う
ゆ
う
と
・
だ
ん

き
こ
う
が
・
し
ば
た
き
つ
く
も

・
そ
う
ま
は
る
と

【
野
上
小
学
校
】

田
渕
美
沙
紀
・
道
上
翔
真
・
田

中
夢
海
・
藤
井
春
香
・
小
島
涼

・
東
田
翔
・
尾
﨑
功
・
田
伏
菜

央
・
桑
添
眞
里
奈
・
京
井
琳
・

湯
上
梨
紗
・
常
田
優
香
・

【
小
川
小
学
校
】

赤
井
駿
・
上
田
幸
哉
・
大
宅
望

愛
・
池
本
真
賢
・
中
谷
弦
・
安

田
み
づ
き

【
下
神
野
小
学
校
】

松
本
紗
也
加
・
加
藤
菜
奈
子
・

松
本
紘
槻
・
樋
瀬
翔
希
・
谷
垣

内
蓮
・
辻
美
央

【
毛
原
小
学
校
】

阪
口
愛
花
音
・
坂
本
眞
悟
・
岡

本
奈
々

【
野
上
中
学
校
】

浦
谷
朋
未
・
北
ゆ
う
佳
・
水
谷

智
尋
・
清
水
大
輝
・
丸
畑
七
海

・
大
西
彩
月
・
露
峯
沙
理
・
前

中
歩
・
原
絵
里
香
・
杉
岡
直
貴

【
美
里
中
学
校
】

井
元
拓
真
・
池
本
静
・
德
田
圭

弥
【
長
谷
毛
原
中
学
校
】

中
前
宗
一
郎
・
井
本
有
耶
・
向

井
中
伶

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
①

　

天
文
台
の
自
然
派
企
画

　
「
国
吉
の
山
歩
き
」

青
葉
が
目
に
ま
ぶ
し
い
季
節
で

す
。
天
文
台
周
辺
の
山
歩
き
を
し

な
が
ら
、
木
々
や
草
花
、
自
然
を

満
喫
し
ま
す
。	

■
日
時　

５
月
２
日
（
日
）	

　

午
前
10
時
30
分
集
合	

　
（
午
後
３
時
頃
解
散
予
定
）	

■
ガ
イ
ド　

谷
関
俊
男
さ
ん

■
注
意　

山
歩
き
の
し
や
す
い
服

　

お
弁
当
持
参
・
要
申
込
み

　

参
加
費
１
、０
０
０
円
程
度	

■
集
合　

み
さ
と
天
文
台	

天
文
台
イ
ベ
ン
ト
②

　

５
月
の
天
文
教
室 

　
「
魚
眼
レ
ン
ズ
で
遊
ぼ
う
☆
」

３
月
か
ら
登
場
し
た
デ
ジ
タ
ル

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。
上
映
さ
れ
る

映
像
は
魚
眼
レ
ン
ズ
で
撮
影
さ
れ

た
も
の
。
魚
眼
レ
ン
ズ
で
撮
影
し

た
り
、
皆
さ
ん
が
撮
っ
た
写
真
を

映
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
？

み
ん
な
で
試
し
て
み
よ
う
♪	

■
日
時　

５
月
３
日
（
月
・
祝
）

　

午
後
２
時
～
４
時	

■
持
ち
物　

カ
メ
ラ
付
携
帯
電
話

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等	

■
そ
の
他　

参
加
無
料
・
予
約
不

要	

　

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室
の

お
知
ら
せ
「
ク
ッ
キ
ー
を

作
り
ま
し
ょ
う
！
」

■
日
時　

５
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

調
理
実
習
室

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
講
師　

奥
山
美
有
紀
さ
ん

■
対
象　

保
育
園
児
及
び
小
学
生

（
先
着
25
名
ま
で
。
保
育
園
児

は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

タ
オ
ル
・
す
い
と
う
・
マ
ス
ク

■
申
込
み　

５
月
11
日
（
火
）
ま

で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
４
８
９
￨
５
９
０
９
）

わ
く
わ
く
！
じ
ど
う
か
ん

こ
ど
も
の
つ
ど
い

■
日
時　

５
月
29
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
コ
ー
ナ
ー

　

マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
・
な
わ
と

び
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
・
わ
た
が
し

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
お
問
合
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

す
べ
て
無
料
で
す
。
み
ん
な
で

あ
そ
び
に
来
て
ね
！

「
紀
美
野
写
真
ク
ラ
ブ
よ

り
入
会
の
ご
案
内
」

紀
美
野
写
真
ク
ラ
ブ
は
、
中
央

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
な
ど

の
普
及
で
、
カ
メ
ラ
の
愛
好
者
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
風
景
、
ス
ナ

ッ
プ
な
ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

毎
月
、
先
生
の
指
導
で
初
歩
の
撮

影
方
法
や
、
露
出
、
色
相
、
構
図

な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

か
ら
写
真
を
始
め
た
い
初
歩
の

方
、
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～

【
百
冊
】

　

新
家
ゆ
い
か
（
２　

歳
）

　

田
上　

萌　
　
（
下
小
３
年
）

【
二
百
冊
】

　

若
林　

寛
章
（
野
中
１
年
）

【
三
百
冊
】

　

平
松　

拓
弥
（
野
小
２
年
）

【
五
百
冊
】

　

須
川　

翔
天
（
第
２
保
育
所
）
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野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
が
関
西
大
会
に
出
場
！！

３
月
27
・
28
・
29
日
に
か
け

て
堺
市
立
サ
ッ
カ
ー
・
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
「
フ
ジ
パ
ン
カ
ッ
プ

２
０
１
０　

第
16
回
関
西
小
学

生
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

野
上
Ｊ
Ｓ
Ｃ
は
和
歌
山
県
大

会
を
準
優
勝
し
て
大
会
に
挑
み

ま
し
た
が
、
関
西
大
会
の
壁
は

厚
く
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し

た
。し

か
し
、
関
西
大
会
に
出
場

し
た
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
経

験
で
、
こ
れ
か
ら
の
サ
ッ
カ
ー

人
生
に
ぜ
ひ
と
も
活
か
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

《
参
加
選
手
》（
敬
称
省
略
）

橋
爪
凌
、
橋
本
奨
武
、
中
谷

弦
、
玉
置
魁
人
、
舟
底
研
斗
、

林
口
尭
司
、
吉
野
志
音
、
納
谷

		

野
上
少
女
バ
レ
ー「
さ
く
ら
カ
ッ
プ
」で
３
位
入
賞
☆

４
月
４
日
（
日
）
和
歌
山
市
河

南
体
育
館
で
、
県
内
の
少
女
バ

レ
ー
18
チ
ー
ム
が
招
待
さ
れ
「

さ
く
ら
カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
次
予
選
、
二
次
予

選
を
接
戦
で
勝
ち
進
み
、
決
勝

リ
ー
グ
で
直
川
少
女
バ
レ
ー
ボ

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

レ
オ
く
ん
、
み
さ
と
天
文
台

友
の
会
っ
て
何
な
ん
？

「
良
く
ぞ
聞
い
て
く
れ
ま
し

た
！
地
域
と
天
文
台
を
つ
な
ぐ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
よ
。
会

員
１
２
０
名
。」

へ
ー
ぇ
、
誰
で
も
入
れ
ん
の

？「
う
ん
、
年
会
費
が
２
千
円

（
準
会
員
が
５
百
円
）。」

天
文
台
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
み

た
い
な
も
ん
や
な
。

「
そ
う
そ
う
。
天
文
台
っ
て

最
初
わ
か
り
に
く
い
か
な
っ
て

思
っ
て
た
け
ど
、
じ
ゃ
ぁ
自
分

た
ち
か
ら
活
か
し
た
ら
い
い
じ

ゃ
ん
、
と
逆
に
考
え
た
ん
だ
。

自
主
的
に
ゲ
リ
ラ
観
望
会
を
実

施
し
た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
開
発
し
た
り
、
行
政
の
限

界
を
ワ
ー
プ
す
る
宇
宙
船
と
言

え
ば
格
好
良
い
か
な
。」

（
お
問
合
せ
は
、
と
り
あ
え
ず

み
さ
と
天
文
台

　

４
９
８
￨
０
３
０
５
ま
で
）

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

　
　
　
　
　

そ
の
四
十
九

回
文
物
語
（
そ
の
７
）

「
そ
れ
っ
て
生
涯
学
習
」
の
巻

　

町
誌
編
纂
室　

森
下　

誠

高
野
山
か
ら
領
内
の
村
々
へ

の
「
回
文
」
に
は
、
行
政
関
連

の
ほ
か
、
人
々
の
暮
ら
し
に
つ

い
て
の
指
導
が
あ
り
ま
す
。
文

政
三
年
（
１
８
２
０
）
の
「
御

廻
文
留
記
」（
図
版
）
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
正
月
四
日
に
出
た
第
一

号
が
「
ば
く
ち
す
る
な
」
通
達

で
す
。
こ
れ
は
ま
あ
毎
年
恒
例

み
た
い
な
も
の
で
、
と
い
う
こ

と
は
、「
ば
く
ち
」
は
一
片
の

通
達
で
無
く
な
る
よ
う
な
ひ
弱

な
習
俗
で
は
な
い
と
い
う
事

で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ラ
ド
渓
谷

の
原
始
遺
跡
に
、
既
に
人
々
が

サ
イ
コ
ロ
で
遊
ん
で
い
る
壁
画

が
あ
る
そ
う
だ
し
、
キ
リ
ス
ト

が
処
刑
さ
れ
た
時
は
そ
の
着
衣

を
賭
け
て
ロ
ー
マ
兵
た
ち
が
く

じ
引
き
を
し
た
と
い
う
恐
れ
多

い
話
も
あ
り
、
こ
の
人
類
最
古

の
娯
楽
は
、
競
馬
競
輪
、
年
末

ジ
ャ
ン
ボ
、
Ｇ
１
レ
ー
ス
な
ど

現
代
で
も
公
営
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

ま
た
こ
の
回
文
の
面
白
い
と

こ
ろ
は
「
わ
き
ま
え
も
な
い
百

姓
ど
も
が
、
松
の
内
は
天
下
御

免
じ
ゃ
な
ど
と
根
拠
の
無
い
こ

と
を
言
い
ふ
ら
し
て
、
お
お
っ

ぴ
ら
に
ば
く
ち
を
し
て
い
る
と

聞
く
が
、
け
し
か
ら
ん
、
見
付

け
次
第
逮
捕
す
る
ぞ
・
・
」
と

い
う
部
分
で
す
。
こ
の
、「
松

の
内
（
元
旦
か
ら
十
五
日
ま

で
）
ば
く
ち
解
禁
説
」
は
け
っ

こ
う
根
強
か
っ
た
ら
し
く
、
山

間
部
で
は
昭
和
前
期
ま
で
ひ
そ

か
に
残
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
り

ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
政

策
の
ひ
と
つ
と
し
て
一
度
く
ら

い
は
試
験
的
に
領
民
の
ば
く
ち

願
望
の
「
ガ
ス
抜
き
」
を
認
め

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
あ
と
の
第
二
の
指
導
・

第
三
の
指
導
は
次
号
へ
続
く

文
政
三
年
御
廻
文
留
記
よ
り

（
毛
原
丹
生
神
社
蔵
）

悠
希
、
小
門
健
一
、
西
田
孟

留
、
小
西
大
智
、
貝
野
尚
真
、

石
井
雅
規
、
日
裏
雅
貴
、
吉
津

雅
人
、
稲
田
荘
成
、
阪
井
遼
、

吉
野
快
音
、
中
村
有
希　

ー
ル
ク
ラ
ブ
に
敗
れ
た
も
の

の
、
巽
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
、
田
中
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
に
勝
利
し
、
見
事
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

みさと天文台の会
マスコットキャラクター

レオくん

http://misato.net
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  天文台だより

  「自己紹介」	 奥　田　吉　彦

今年４月から半年間、みさと天文台で研修をさせ
ていただくことになりました奥田吉彦（おくだよし
ひこ）です。３月まで小川小学校に勤務していまし
た。
理科の授業をもった時に天文について勉強したこ
とがありますが初心者です。
みさと天文台ができた当時、下神野小学校に勤務
していました。ホームページの作成について教えて
いただくため訪れた思い出の天文台です。今度は、
ここで天文について学ぼうと燃えています。
みさと天文台から見る星はきれいです。こんなに
も星が多かったんだなと感動しました。
来台した方々に、見て感動し、さらに知って良
かったと感じて帰っていただけるようお話したいで
す。
３月末に公開したプラネタリウムは映画館で見て
いるような感動があります。
巨大望遠鏡やプラネタリウムを使いこなせるよう
になるとともに、
実際に星を見な
がら、天文につ
いてのお話を熱
く語れるように
がんばります。
半年間という
短い期間ですが
よろしくお願い
します。

歌　

の　

小　

道

苜も
く
し
ゅ
く

蓿
や
外
野
フ
ラ
イ
を
後
逸
し	

鈴
木
　
惇
子

合
格
子
少
し
見
目
よ
く
な
り
し
か
な	

手
拝
て
る
代

磯
遊
び
砂
に
雅
号
を
描
い
て
み
る	

岩
間
　
文
鳥

横
槍
の
岩
に
組
み
替
へ
花
筏

い
か
だ	

馬
谷
富
貴
子

車
着
く
た
び
に
春
灯
増
や
す
宿	

口
井
ト
シ
子

蛍
烏い

賊か

酢
味
噌
の
中
に
眼
の
光
り	

岡
　
　
哲
夫

魚
影
は
ま
だ
見
え
ず
し
て
春
の
川	

口
井
　
重
信

真
ん
中
の
減
り
し
砥
石
や
水
温
む	

前
　
　
廣

芍
薬
の
芽
に
柔
ら
か
き
雨
の
音	

田
代
　
哲
郎

裸
木
の
木
立
に
さ
や
ぐ
鳥
の
声

　
　
陽ひ

か
げ光
た
ゆ
た
う
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン	

竹
本
セ
ツ
子

春
一
番
梅
の
花
び
ら
散
ら
し
た
り

　
　
そ
の
花
び
ら
の
中
に
立
ち
お
り	

段
木
　
幸
代

凍
て
し
日
は
せ
ん
方
も
な
し
ひ
と
し
づ
く

　
　
紅
茶
に
零
す
V
S
O
P	

山
本
　
綾
子

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
し
息こ
子
な
り
如
月
の

　
　
昼
と
は
云
は
ず
夜
と
は
云
は
ず	

吉
村
　
紀
子

そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
事
持
つ
人
と
人
が

　
　
語
り
明
け
し
ぬ
小
さ
き
歴
史	

笹
田
美
代
子

選
挙
終
え
静
か
に
な
り
し
山
里
は

　
　
終
日
音
な
く
寒
き
雨
降
る	

奥
　
ふ
み
代

街
に
住
む
義あ

ね姉
よ
り
届
き
し
小
荷
物
を

　
　
解
き
て
展ひ

ろ

ご
る
都
会
の
匂
い	

寺
岡
　
幸
子

花
冷
え
の
満
月
に
照
る
花
よ
花

　
　
花
の
神
秘
に
し
ば
し
息
の
む	

梶
谷
美
瑳
子

露
天
風
呂
の
湯
気
の
向
う
に
友
ヶ
島

　
　
肌
を
寄
せ
合
い
湯
に
花
咲
か
す	

西
佐
古
祐
子

  学校だより
  部活動に入部し、中学生活始まる
	 紀美野町立野上中学校

本年度の野上中学校入学生は59名、新たな希望
を胸に４月８日（木）入学式を迎えました。真新し
い制服に身を包み毎日の生活を有意義に過ごしてい
ます。本校の目標とする「のばす体力かんがえる
知力みがく心」を目指し、教職員一丸となって取
り組み、生徒とともに学んでいます。
現在、新１年生が部活動の見学などを行い、正式
に部活動に入部したところです。全校生徒171名が
全ての部活動に所属して活動を行っています。昨年
度、運動部では県大会や近畿大会へ３つの運動部が
出場するとともに、文化部では吹奏楽部が県大会で
銀賞を獲得するなどの活躍をしています。学校全体
で取り組んでいる駅伝部は、この紀美野町で開かれ
た県大会において男子優勝、女子２位と健闘し、男
子は２年連続して全国大会に出場しました。この伝
統を受け継ぎ、今年も頑張っていきますのでご声援
よろしくお願いします。

（4 月に行われた中庭パフォーマンス）
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皆
さ
ん
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
必
要
で
す
！

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
っ
て
ど
ん

　

な
も
の
？

　

火
災
に
よ
る
煙
を
感
知
し
て
、

火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で

知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

■
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
建

物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の
約
９

割
を
占
め
、
そ
の
約
６
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く

な
っ
た
方
の
約
７
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
で
、
よ
り
早
く
火
災
の
発
生

を
知
っ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
消

防
法
及
び
市
町
村
条
例
を
改
正
し

全
国
一
律
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。

■
い
つ
か
ら
設
置
す
る
の
？

　

新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。

　

既
存
の
住
宅
は
、
平
成
23
年
５

月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で

す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就

寝
し
て
い
る
部
屋
と
そ
の
部
屋
が

あ
る
階
の
階
段
部
分
で
す
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分

　

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問

販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出
没
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
購
入
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
日
本
消
防
検

定
協
会
の
鑑
定

品
に
は
、「
鑑

定
マ
ー
ク
」
が

付
い
て
い
ま
す

の
で
購
入
時
の

目
安
と
し
て
下

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部 

予
防
課
ま
で

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
８
９
ー
６
３
０
３
）

新
た
に
消
防
ポ
ン
プ　
　
　

　
　
　
　

自
動
車
を
配
備
！

　

こ
の
度
、
車
両
の
老
巧
化
に
伴

い
新
た
に
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を

配
備
し
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
管
内

の
地
勢
を
考
慮
し
て
３
ト
ン
級
低

床
４
W
Ｄ
シ
ャ
ー
シ
を
採
用
し
、

出
来
る
限
り
小
型
化
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
消
火
活
動
の
効
果
を
高

め
る
た
め
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水

槽
付
で
自
動
泡
混
合
シ
ス
テ
ム
と

キ
ャ
ビ
ン
ル
ー
フ
に
は
簡
易
式
の

照
明
器
具
を
装
備
し
ま
し
た
。

　

消
防
署
で

は
、
町
民
皆

様
方
の
生
命・

身
体
・
財
産

を
守
る
た
め
、

こ
の
車
両
を

最
大
限
に
活

用
し
て
い
き

ま
す
。

　　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容　

（
１
）　

心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）　
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）　

そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

　
　
　

る
こ
と

講
習
時
間　

午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限　

受
講
し
よ
う
と

す
る
月
の
前
月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み(

問
い
合
わ
せ)

先　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
８
９
ー
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

〔天井取付用〕〔壁取付用〕

番
９
１
１
は
助
救
・
急
救
・
災
火

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

３月の消防の動き
●火災発生件数…1件（建物）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 40（２） １（　）

１（　）

41（２）
一 般 負 傷 ８（　） （　） ８（　）
交 通 事 故 ２（１） ２（１）

２（　） ２（　）
（　）

そ の 他 （　）
合 計 52（３） 53（３）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
６
月
６
日（
日
）
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フッ素塗布・歯科健診のお知らせ
　日時：５月２９日（土）
　　　　午後２時～３時３０分　受付

　場所：総合福祉センター

編 集 後 記
５月、新緑の季節を迎えました。皆さん如何お過ご
しですか。３月末に山焼きが行なわれ、ススキの新芽
が出揃った生石高原を散策するのもいいですね。　
なお、ゴールデンウィーク中は、行楽地は車の量も
増えるうえ、疲れもたまります。くれぐれも安全運転
に心がけ、楽しく過ごしてください。

紀美野町の人口

（平成22年3月末現在）

紀美野町面積128.31km2

総人口………… 10,934人
 …………　男　 5,097人
 …………　女　 5,837人
 …………数帯世 4,637世帯

日　 時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
2日（日）10:30 ～ 国吉の山歩き みさと天文台 みさと天文台 498－0305
3日（祝）14:00 ～ 天文教室「魚眼レンズで遊ぼう」 みさと天文台 みさと天文台 498－0305
　〃 10:00 ～ わうフェスタinゴールデンウィーク【～５日(祝)】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

６日（木）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【９日(日)・23日(日)】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500
７日（金） 移動町長室【２０日（木）】 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471
8日（土） 9:00 ～ 文化協会展【～９日（日）】 文化センター 生涯学習課 489－5915
9日（日）11:00 ～ ふれあいステージ 文化センター 生涯学習課 489－5915

15日（土）13:30 ～ じどうかん料理教室 中央公民館 生涯学習課 489－5915
16日（土） 8:30 ～ 11:00 町民一斉清掃 町内各地 青少年センター 489－5909
19日 （水）13:00 行政相談【～１５：００】 中央公民館・美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471
23日（日） 9:00 ～ 春のふれあいハイキング ふれあい公園 青少年センター 489－5909
29日（土）13:00 ～ わくわく児童館 中央公民館 青少年センター 489－5909

５月

２２年度に７５歳（国民健康保
険加入されている）になられる
方へ
　

現在、国民健康保険加入中で、今年度（平成22

年4月1日～平成23年3月31日の間）に75歳に

なられる方には、誕生月になりますと、後期高齢

者医療連合会から後期高齢者健診のお知らせがあ

ります。お申込みいただいた上で健診（問診・血

液検査・身体計測・検尿・血圧測定など）をお受

けいただけます。しかし、誕生日までの間に健診

を希望される方は国民健康保険の特定健診をお受

け頂けますので、必ず下記までご連絡下さい。

【申し込み先】　　　　　　　　　

紀美野町役場　保健福祉課　
TEL ４８９－９９６０　

６月１日は、「人権擁護委員の日」です。
～人権擁護委員は、あなたの街の相談パートナーです。～

人権擁護委員制度をご存知ですか。６月１日は、人権擁護委
員法が施行された日です。全国人権擁護委員連合会では、６月
１日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として皆さ
んとともに一層の人権尊重思想の啓発に努めることを申し合わ
せております。

下記の日程で、人権擁護委員が相談をお受けいたします。相
談は無料で、秘密は厳守されます。電話でもお受けいたします
ので、お気軽にご相談ください。
日　時 平成２２年６月１日（火）午前１０時から午後３時
場　所 ○　紀美野町役場　２B会議室　　  ℡　４８９－５９２０

○　地域資源総合開発センター（美里支所隣）２F
　　　　　　　　　　　　　　　　℡　４95－3463

紀美野町には町長から推薦され、法務大臣が委嘱した人権擁
護委員がおります。

氏　名 住　所 氏　名 住　所
横山　和彦 中　田 東浦　弘至 菅　沢

向井　小夜子 下佐々 上段　順弘 蓑垣内
東芝　　學 小　畑 中前　和子 安　井

※フッ素塗布は、平成１７年４月２日から平成２０年５月

２９日生まれの子どもが対象となります。

　フッ素には歯の質を強くする効果があります。

※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受けていただけます。

皆さんぜひお越しください。
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16

３
月
28
日
、
悪
天
候
の
た
め
１

週
間
順
延
さ
れ
た
生
石
高
原
の
山

焼
き
が
、
小
川
地
区
・
有
田
川
町

生
石
区
の
住
民
、
紀
美
野
町
・
有

田
川
町
消
防
団
員
、
本
町
と
有
田

川
町
の
職
員
ら
約
１
２
０
名
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
山

焼
き
は
、
ス
ス
キ
を
焼
く
こ
と
で

発
芽
を
促
進
し
、
草
原
の
再
生
を

図
る
目
的
に
平
成
15
年
か
ら
行
わ

こ
の
ほ
ど
、
五
色
台
聖
苑
駐
車

場
拡
張
造
成
整
備
工
事
が
完
成

し
、
４
月
12
日
、
関
係
者
約
40
人

が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
組
合
（
海
南
市
、紀
の
川
市
、

紀
美
野
町
の
組
合
立
）
は
、
昭
和

57
年
に
設
立
さ
れ
、
平
成
４
年
に

五
色
台
聖
苑
、
平
成
７
年
に
は
葬

祭
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
総
合
葬
祭

施
設
と
し
て
管
内
住
民
の
方
々
に

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
近
年
の
葬
儀
形
態
が
自
宅
葬

か
ら
メ
モ
リ
ア
ル
葬
へ
と
変
わ
る

中
で
、
葬
祭
場
利
用
が
増
大
し
た

た
め
、
今
回
駐
車
場
拡
張

工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
に
よ
り
、
３
８

０
台
収
容
の
隣
接
駐
車
場

が
完
成
し
、
県
下
最
大
の

駐
車
場
を
有
す
る
総
合
葬

祭
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部　

午
後
１
時
30
分
～

講
演
会

　
「
脳
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
～

親
の
笑
顔
が
子
ど
も
を
変
え
る

～
」

講　

師　

篠
原
菊
紀　

氏

人
は
な
ぜ
キ
レ
た
り
、
ハ
マ
ッ

た
り
す
る
の
か
？

「
異
常
犯
罪
」「
い
じ
め
」「
引

き
こ
も
り
」
な
ど
子
ど
も
の
問
題

行
動
に
つ
い
て
テ
レ
ビ
で
お
馴
染

み
の
脳
博
士
が
語
る

最
新
の
脳
科
学
か
ら
、
日
常
生

活
で
脳
を
活
性
に
す
る
秘
訣
を
紹

介
し
ま
す
。

昨
今
ブ
ー
ム
に
な
っ
た
「
脳
ト

レ
」
に
つ
い
て
も
触
れ
、
効
果
的

な
脳
の
活
性
化
を
語
り
ま
す
。

脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
っ
て
、

楽
し
い
自
分
を
発
見
し
ま
し
ょ

う
。

第
二
部　

午
後
２
時
40
分
～

ト
ー
ク
＆
ピ
ア
ノ
演
奏

　
「
夢
見
る
力
を
信
じ
て

　
　

～
と
も
に
生
き
る
未
来
～
」

講　

師　

前
川
裕
美　

氏

２
０
０
５
年
、
障
害
を
持
つ
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
全
国
か
ら
集
ま

る
「
第
２
回
ゴ
ー
ル
ド
コ
ン
サ
ー

ト
」
で
は
、
見
事
に
総
合
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
、
完
成
度
の
高
い

演
奏
を
披
露
す
る
。
音
楽
を
通
じ

た
『
自
己

表
現
』
に

よ
り
、
社

会
に
対
し

て
夢
と
希

望
を
提
供

し
た
い
と

奮
闘
中
。

５
月
12
日
よ
り
整
理
券
を
配
布

し
ま
す
。

【
配
布
場
所
】

中
央
公
民
館
／
小
川
・
志
賀
野

地
区
公
民
館
／
文
化
セ
ン
タ
ー
／

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
美
里
支
所

／
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛
原
出
張

所
（
お
一
人
さ
ま
２
枚
ま
で
、
配

布
は
各
施
設
開
館
時
間
中
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
）

れ
て
い
ま
す
。

野
上
八
幡
宮
奉
納
太
鼓
「
鼓
々

楽
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
披

露
の
あ
と
、
寺
本
町
長
ら
に
よ
る

火
入
れ
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、

約
8.8　

を
５
区
画
に
分
け
て
順
次

山
焼
き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

山
頂
は
、
雄
大
な
山
焼
き
を
一

目
見
よ
う
と
訪
れ
た
観
光
客
や
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
な
ど
約

３
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
高
原
は
、
い

よ
い
よ
春
の
芽
吹
き
の
季

節
を
迎
え
ま
す
。

ha

第
13
回
町
民
大
学
講
座

６
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
（
30
分
前
開
場
）

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
【
入
場
無
料
】

３
８
０
台
収
容　
　
　
　
　

　

駐
車
場
拡
張
工
事　

　
　
　
　

完
成　

　

五
色
台
広
域
施
設
組
合！！

春
の
風
物
詩

生
石
高
原
で
山
焼
き

観
光
客
ら
が
見
守
る
中
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎

を
上
げ
、
一
気
に
燃
え
広
が
る
ス
ス
キ
草
原

完成した駐車場
（収容台数380台）

講師　篠原菊紀 氏講師　前川裕美 氏


